
内容
平成26年度予算概要／公共下水道供
用区域拡大／

今月の表紙
遠州森町スマートICが開通
　3月29日、遠州森町ＰＡに接続する遠
州森町スマートＩＣ開通式典が関係者に
より行われ、午後３時に開通しました。

（関連記事…9頁）
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平成26年度予算

●歳入　（１万円未満切り捨て） ●一般会計予算の推移
 50 55 60 65 （億円）

Ｈ．21

Ｈ．22

Ｈ．23

Ｈ．24

Ｈ．25

Ｈ．26

58億2,600万円

59億7,200万円

64億   800万円

63億9,200万円

66億8,600万円

67億3,200万円

　

平
成
26
年
度
当
初
予
算
が
、3
月
の
町
議
会
定
例

会
で
可
決
さ
れ
、4
月
1
日
か
ら
新
年
度
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。町
の
予
算
は
、一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
企

業
会
計
の
予
算
か
ら
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。こ
こ
で
は
、

皆
さ
ん
に
い
ち
ば
ん
身
近
な
一
般
会
計
予
算
の
内
容

を
紹
介
し
ま
す
。

一般会計は

67億3,200万円

●性質別予算グラフ

●会計別予算

一　般　会　計 67億3,200万0千円 0.7%増
国民健康保険 20億4,118万2千円 0.4%増
後期高齢者医療 1億8,586万4千円 0.0%増
介　護　保　険 17億7,191万3千円 1.0%増
公共下水道事業 5億4,978万0千円 18.3%減
簡易水道事業 

402万8千円 0.7%増

病　院　事　業 36億1,003万5千円 7.8%増
水　道　事　業 5億8,432万3千円 6.4%増
　　合　計 154億7,912万5千円 1.6%増

特
別
会
計

企
業
会
計

 会計名 当初予算 前年比

平
成
26
年
度

当
初
予
算
の
概
要

町　　　　　　税 町民税、固定資産税など ２４億８，１０９万円
諸　　収　　入 預金利子や雑入など １億４，１２７万円
分担金及び負担金 特定事業の受益者が分担負担するもの ９，３２６万円
使用料及び手数料 各種施設の使用料や手数料など ８，２１７万円
その他（繰入金他） 基金繰入金や繰越金など ５億６，５７９万円
地 方 交 付 税  国から交付される財源 １３億３，０００万円
町　　　　　　債 事業などのために借りる財源 ７億１，１１０万円
国 庫 支 出 金 国からの補助金など ５億２，７００万円
県　支　出　金 県からの補助金など ３億８，８８３万円
各 種 交 付 金 地方消費税やゴルフ場利用税などから交付される財源 ３億　７４６万円
地 方 譲 与 税 国から譲与される財源 １億　４００万円

●歳出　（１万円未満切り捨て）

民　生　費 社会福祉の推進など １９億２，７４９万円
衛　生　費 予防衛生、医療の充実など １０億１，７１６万円
総　務　費 一般的な事務費や選挙費など ９億１，７８０万円
教　育　費 学校教育、社会教育の充実など ７億２，５６８万円
土　木　費 道路、河川の整備など ６億４，４５４万円
公　債　費 借入金の返済など ６億２，２７７万円
消　防　費 消防、防災対策など ４億３，７４０万円
農林水産業費 農業や林業の振興など ２億４，０２３万円
商　工　費 商工業の振興など ８，９３９万円
議　会　費 議会関係の経費 ８，３４７万円
そ　の　他 労働費、災害復旧費、予備費など ２，６０２万円

地方譲与税 1.5％その他
0.4％

その他 1.4％

自主財源
50.０％
自主財源
50.０％依存財源

５0.０％
依存財源
５0.０％

町税
36.9％

諸収入
2.1％

分担金・負担金
1.4％
使用料・手数料
1.2％その他（繰入金他） 8.4％

地方交付税
19.8％

町債
10.6％

国庫
支出金
7.8％

県支
 出金
   5.8％

各種
 交付金
   4.5％

民生費
28.6％

衛生費
15.1％

総務費
13.6％

教育費
10.8％

土木費
9.6％

公債費
9.3％

消防費
6.5％

農林水産業費 3.6％

商工費 1.3％

議会費 1.2％

補助費
23.6％

人件費
18.4％

物件費
15.2％

扶助費
12.9％

繰出金
9.9％

普通
建設費
       9.3％

公債費
9.3％

歳入歳出

大久保・三倉・大河内
特別会計の合計

■
新
東
名
を
活
か
し
た
内
陸
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

事
業
と
住
民
へ
の
安
心
・
安
全
対
策
に
重
点

平
成
26
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
の
総
額

は
、
67
億
3,
2
0
0
万
円
で
、
前
年
度
当

初
予
算
に
比
べ
て
4,
6
0
0
万
円
、
0
・

7
％
増
の
予
算
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
歳
出
に
お
い
て
昨
年
度
に
比
べ

ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
関
連
事
業
な
ど
の
減
少
が
あ

る
も
の
の
、
防
災
・
減
災
対
策
と
し
て
の
、

拠
点
防
災
倉
庫
の
整
備
や
行
政
無
線
デ
ジ
タ

ル
化
電
波
調
査
、
小
中
学
校
の
給
食
棟
耐
震

強
化
対
策
。
消
費
税
率
引
き
上
げ
の
負
担
軽

減
措
置
と
し
て
、
臨
時
福
祉
給
付
金
及
び
子

育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
給
付
事
業
。
新

東
名
を
活
か
し
た
内
陸
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
推
進

事
業
や
道
路
ス
ト
ッ
ク
総
点
検
事
業
、
橋
梁

の
長
寿
命
化
対
策
な
ど
新
た
な
取
り
組
み
に

よ
り
前
年
度
並
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
予
算
措
置
で
、
森
町
の
さ
ら
な
る
活
性

化
へ
の
道
筋
を
確
実
に
し
、
町
民
の
皆
さ
ん

の
安
心
・
安
全
を
確
保
し
、
住
み
や
す
い
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

■
町
税
、
地
方
交
付
税
は
微
増

歳
入
は
、
地
方
財
政
計
画
の
見
込
み
、
前

年
度
の
決
算
見
込
額
お
よ
び
企
業
業
績
の

状
況
な
ど
を
考
慮
し
、
町
税
で
は
、
個
人

住
民
税
に
つ
い
て
対
前
年
度
比
1
・
4
％
増

の
8
億
6,
0
5
0
万
円
と
し
た
一
方
で
、

法
人
税
で
は
対
前
年
度
比
11
・
0
％
増
の

１
億
6,
2
0
0
万
1
千
円
、
軽
自
動
車

税
で
は
同
比
2
・
2
％
増
の
4,
7
1
7
万

円
を
見
込
み
、
対
前
年
度
比
1
・
6
％
増
の

当
初
予
算
額
の
概
要
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平成26年度予算

●歳入　（１万円未満切り捨て） ●一般会計予算の推移
 50 55 60 65 （億円）

Ｈ．21

Ｈ．22

Ｈ．23

Ｈ．24

Ｈ．25

Ｈ．26

58億2,600万円

59億7,200万円

64億   800万円

63億9,200万円

66億8,600万円

67億3,200万円

　

平
成
26
年
度
当
初
予
算
が
、3
月
の
町
議
会
定
例

会
で
可
決
さ
れ
、4
月
1
日
か
ら
新
年
度
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。町
の
予
算
は
、一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
企

業
会
計
の
予
算
か
ら
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。こ
こ
で
は
、

皆
さ
ん
に
い
ち
ば
ん
身
近
な
一
般
会
計
予
算
の
内
容

を
紹
介
し
ま
す
。

一般会計は

67億3,200万円

●性質別予算グラフ

●会計別予算

一　般　会　計 67億3,200万0千円 0.7%増
国民健康保険 20億4,118万2千円 0.4%増
後期高齢者医療 1億8,586万4千円 0.0%増
介　護　保　険 17億7,191万3千円 1.0%増
公共下水道事業 5億4,978万0千円 18.3%減
簡易水道事業 

402万8千円 0.7%増

病　院　事　業 36億1,003万5千円 7.8%増
水　道　事　業 5億8,432万3千円 6.4%増
　　合　計 154億7,912万5千円 1.6%増

特
別
会
計

企
業
会
計

 会計名 当初予算 前年比

平
成
26
年
度

当
初
予
算
の
概
要

町　　　　　　税 町民税、固定資産税など ２４億８，１０９万円
諸　　収　　入 預金利子や雑入など １億４，１２７万円
分担金及び負担金 特定事業の受益者が分担負担するもの ９，３２６万円
使用料及び手数料 各種施設の使用料や手数料など ８，２１７万円
その他（繰入金他） 基金繰入金や繰越金など ５億６，５７９万円
地 方 交 付 税  国から交付される財源 １３億３，０００万円
町　　　　　　債 事業などのために借りる財源 ７億１，１１０万円
国 庫 支 出 金 国からの補助金など ５億２，７００万円
県　支　出　金 県からの補助金など ３億８，８８３万円
各 種 交 付 金 地方消費税やゴルフ場利用税などから交付される財源 ３億　７４６万円
地 方 譲 与 税 国から譲与される財源 １億　４００万円

●歳出　（１万円未満切り捨て）

民　生　費 社会福祉の推進など １９億２，７４９万円
衛　生　費 予防衛生、医療の充実など １０億１，７１６万円
総　務　費 一般的な事務費や選挙費など ９億１，７８０万円
教　育　費 学校教育、社会教育の充実など ７億２，５６８万円
土　木　費 道路、河川の整備など ６億４，４５４万円
公　債　費 借入金の返済など ６億２，２７７万円
消　防　費 消防、防災対策など ４億３，７４０万円
農林水産業費 農業や林業の振興など ２億４，０２３万円
商　工　費 商工業の振興など ８，９３９万円
議　会　費 議会関係の経費 ８，３４７万円
そ　の　他 労働費、災害復旧費、予備費など ２，６０２万円

地方譲与税 1.5％その他
0.4％

その他 1.4％

自主財源
50.０％
自主財源
50.０％依存財源

５0.０％
依存財源
５0.０％

町税
36.9％

諸収入
2.1％

分担金・負担金
1.4％
使用料・手数料
1.2％その他（繰入金他） 8.4％

地方交付税
19.8％

町債
10.6％

国庫
支出金
7.8％

県支
 出金
   5.8％

各種
 交付金
   4.5％

民生費
28.6％

衛生費
15.1％

総務費
13.6％

教育費
10.8％

土木費
9.6％

公債費
9.3％

消防費
6.5％

農林水産業費 3.6％

商工費 1.3％

議会費 1.2％

補助費
23.6％

人件費
18.4％

物件費
15.2％

扶助費
12.9％

繰出金
9.9％

普通
建設費
       9.3％

公債費
9.3％

歳入歳出

大久保・三倉・大河内
特別会計の合計

24
億
8,
1
0
9
万
円
と
し
ま
し
た
。
ま

た
、
地
方
交
付
税
に
つ
い
て
は
、
地
方
消
費

税
交
付
金
の
増
加
や
公
務
員
給
与
費
の
臨
時

特
例
措
置
終
了
な
ど
を
考
慮
し
、
対
前
年
度

比
0
・
8
％
増
の
13
億
3,
0
0
0
万
円
と

し
ま
し
た
。
国
・
県
支
出
金
に
つ
い
て
は
、

ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
関
連
事
業
な
ど
に
係
る
社
会

資
本
整
備
総
合
交
付
金
や
参
議
院
議
員
選
挙

な
ど
の
選
挙
執
行
経
費
に
係
る
交
付
金
の
減

少
な
ど
に
よ
り
対
前
年
度
比
10
・
9
％
減
の

9
億
1,
5
8
4
万
円
を
計
上
し
て
い
ま

す
。

■
次
世
代
へ
つ
な
が
る
施
策

歳
出
で
は
、
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
関
連
事
業
や

森
地
区
ま
ち
づ
く
り
事
業
な
ど
大
規
模
事
業

の
減
少
、
森
林
整
備
加
速
化
・
林
業
再
生
事

業
の
終
了
な
ど
に
よ
る
減
少
が
あ
る
も
の

の
、
第
８
次
森
町
総
合
計
画
に
掲
げ
る
ま
ち

の
未
来
像
「
え
え
ら
森
町
」
実
現
に
向
け
た

重
点
化
事
業
の
実
施
の
た
め
民
生
費
、
総
務

費
、
消
防
費
な
ど
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

現
在
の
地
方
行
財
政
を
と
り
ま
く
情
勢
は
、

国
・
地
方
を
通
じ
て
依
然
と
し
て
非
常
に
厳

し
い
財
政
状
況
下
に
置
か
れ
て
い
る
た
め
、

町
で
は
、
自
主
・
自
立
の
観
点
か
ら
も
地
域

と
の
調
和
を
図
り
つ
つ
、
産
業
の
活
性
化
に

よ
る
自
主
財
源
確
保
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、

新
た
な
町
の
玄
関
口
と
な
る
、
遠
州
森
町
ス

マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
を
有
効
に
活
用
し
た
、
次
世
代

へ
つ
な
が
る
基
盤
づ
く
り
の
事
業
や
防
災
対

策
、
医
療
・
福
祉
の
充
実
、
生
活
基
盤
整
備

と
将
来
構
想
を
踏
ま
え
た
事
業
を
計
画
し
、

多
方
面
に
わ
た
り
、
効
率
的
・
効
果
的
で
調

和
の
と
れ
た
施
策
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。



確
か
な
安
全
と
、
こ
こ
ろ
の
や

す
ら
ぎ
を
感
じ
る
ま
ち
づ
く

り
（
医
療
・
地
震
対
策
）

1

子
供
い
き
い
き
、
生
き
が
い
実

感
の
ま
ち
づ
く
り
（
子
育
て
、

教
育
、
福
祉
）

3

次
世
代
に
つ
な
が
る
成
長
の

礎
づ
く
り
（
新
東
名
関
連
の
基

盤
整
備
）

2

4

平成26年度予算

第
8
次
森
町
総
合
計
画
の
基
本
理
念

で
あ
る「
連
携
と
協
働
」「
個
性
と
自
立
」

「
調
和
と
創
造
」「
交
流
と
活
気
」「
安

心
と
快
適
」
の
ま
ち
づ
く
り
と
ま
ち
の

未
来
像
「
え
え
ら
森
町
」
の
実
現
に
向

け
、
次
世
代
へ
つ
な
が
る
効
率
的
・
効

果
的
で
調
和
の
と
れ
た
各
種
施
策
を
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
町
長
が
掲
げ
る
政
策
の

5
つ
の
柱
に
沿
っ
て
今
年
度
の
主
な
事

業
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

●
平
成
元
年
度
に
配
属
し
た
森
町
消
防

団
第
1
分
団
1
部
の
可
搬
式
ポ
ン
プ

を
更
新
し
、
地
域
の
防
災
意
識
の
高

揚
と
早
急
な
消
火
活
動
に
努
め
ま

す
。　
　
　
　
　
　
（
2
1
5
万
円
）

●
県
と
の
連
携
を
図
り
、
耐
震
診
断
か

ら
耐
震
補
強
ま
で
一
貫
し
た
補
助
制

度
を
活
用
し
、
昭
和
56
年
5
月
以
前

に
建
て
ら
れ
た
木
造
住
宅
の
耐
震
化

を
よ
り
一
層
促
進
し
ま
す
。

（
9
2
1
万
円
）

●
地
震
対
策
と
し
て
、
家
庭
内
の
家
具

な
ど
の
固
定
を
促
進
し
、
地
震
に
よ

る
家
具
な
ど
の
転
倒
に
よ
る
被
害
を

未
然
に
防
ぎ
ま
す
。（
4
9
6
万
円
）

●
森
町
家
庭
医
療
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
安
定

的
な
経
営
を
図
る
と
と
も
に
、「
病

院
事
業
第
2
次
経
営
改
革
プ
ラ
ン
」

に
基
づ
い
た
経
営
改
革
を
推
進
す
る

た
め
、
病
院
事
業
に
繰
り
出
し
し
ま

す
。　
　

  

（
3
億
4
，0
0
0
万
円
）

●
大
規
模
な
災
害
発
生
に
備
え
、
拠
点

防
災
倉
庫
を
整
備
し
ま
す
。
物
資
の

仕
分
け
、
備
蓄
及
び
消
防
団
の
拠
点

施
設
と
し
て
利
用
し
、
防
災
力
の
向

上
に
努
め
ま
す
。

（
4
，8
7
7
万
円
・
新
規
）

●
係
を
新
設
し
、
工
業
用
地
開
発
可
能

性
調
査
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
内
陸
フ

ロ
ン
テ
ィ
ア
推
進
事
業
に
努
め
ま

す
。　
　
（
1
，7
2
7
万
円
・
新
規
）

●
遠
州
森
町
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の
利
用
促

進
を
図
る
た
め
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ
専
用
Ｉ
Ｃ

の
周
知
用
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
観
光

ル
ー
ト
マ
ッ
プ
を
作
成
し
ま
す
。
ま

た
、
一
宮
周
辺
地
域
渋
滞
対
策
に
努

め
ま
す
。  　
　
（
1
，2
7
0
万
円
）

●
都
市
計
画
図
を
見
直
し
、
今
後
の
企

業
誘
致
な
ど
土
地
利
用
に
関
す
る
検

討
に
役
立
て
る
と
と
も
に
現
況
に

あ
っ
た
地
形
図
情
報
の
提
供
に
努
め

ま
す
。　
（
2
，0
0
0
万
円
・
新
規
）

●
道
路
な
ど
生
活
基
盤
施
設
の
整
備
を

進
め
、
町
内
外
か
ら
天
宮
地
区
へ
の

定
住
化
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
森
地

区
全
体
の
活
性
化
に
努
め
ま
す
。

（
2
，1
0
0
万
円
）

●
子
育
て
支
援
対
策
と
し
て
、
4
月
1

日
か
ら
の
消
費
税
率
引
き
上
げ
に
際

し
、
臨
時
的
な
給
付
措
置
を
行
い
、

子
育
て
世
帯
へ
の
影
響
緩
和
に
努
め

ま
す
。　
（
2
，4
6
5
万
円
・
新
規
）

●
乳
が
ん
、
子
宮
が
ん
検
診
受
診
を
促

し
、
働
く
世
代
の
女
性
の
が
ん
早
期

発
見
、
早
期
治
療
に
よ
り
、
生
活
の

質
の
低
下
や
経
済
的
な
不
利
益
の
防

止
な
ど
を
図
り
ま
す
。

（
4
9
6
万
円
・
新
規
）

●
子
ど
も
が
欲
し
い
と
望
ん
で
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
不
妊
治
療
で
悩
ん

で
い
る
夫
婦
の
経
済
的
、
精
神
的
負

担
を
軽
減
す
る
た
め
に
、
不
妊
治
療

費
の
一
部
へ
の
補
助
を
拡
充
し
ま

す
。　
　
　
　
　
　
（
1
4
9
万
円
）

●
母
体
や
胎
児
の
健
康
保
持
の
た
め
、

妊
婦
健
康
診
査
や
乳
児
健
康
診
査
の

充
実
を
図
り
ま
す
。

（
1
，4
2
6
万
円
）

●
0
歳
か
ら
中
学
3
年
生
ま
で
の
入

院
・
通
院
医
療
費
を
助
成
し
、
今
年

度
か
ら
入
院
自
己
負
担
金
無
料
（
新

規
）
で
、
子
育
て
世
代
の
経
済
的
な

「
ま
ち
の
未
来
像
」次
世
代
へ
つ
な
が
る
❺
つ
の
柱

新東名を活かした内陸フロンティア推進事業が始動。
開通した遠州森町スマート IC



住
み
や
す
く
和
を
感
じ
る
ま

ち
づ
く
り
（
生
活
基
盤
整
備
、

環
境
、
産
業
、
文
化
）

4

信
頼
と
絆
を
つ
な
ぐ
ま
ち
づ
く

り
（
協
働
、
行
革
、
広
域
行
政
）

5

5

平成26年度予算

負
担
軽
減
の
拡
充
を
図
り
ま
す
。

（
5
，，3
9
9
万
円
）

●
森
町
の
次
代
を
担
う
子
ど
も
の
誕
生

を
祝
う
「
森
っ
子
出
産
祝
い
金
」
を
、

前
年
度
に
引
き
続
き
実
施
し
、
次
世

代
の
森
町
定
住
の
促
進
と
活
力
あ
る

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

（
1
，4
0
0
万
円
）

●
0
歳
か
ら
中
学
3
年
生
ま
で
の
次
世

代
を
担
う
子
ど
も
一
人
ひ
と
り
の
健

や
か
な
成
長
を
支
援
す
る
た
め
「
児

童
手
当
」
を
支
給
し
ま
す
。

（
3
億
7
6
3
万
円
）

●
保
護
者
が
就
労
な
ど
で
昼
間
留
守
に

な
る
子
ど
も
へ
の
健
全
育
成
を
目
的

と
す
る
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
運
営

や
延
長
保
育
な
ど
保
護
者
の
働
き
や

す
い
環
境
、
育
児
へ
の
相
談
業
務
な

ど
、
子
育
て
を
し
や
す
い
環
境
の
充

実
を
図
り
ま
す
。（
3
，1
1
6
万
円
）

●
三
倉
小
学
校
に
お
い
て
、
放
課
後
の

子
ど
も
た
ち
の
安
全
・
安
心
な
居
場

所
と
な
る
放
課
後
子
ど
も
教
室
を
開

き
、
地
域
の
人
た
ち
の
協
力
を
得
て
、

勉
強
や
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動
な
ど

を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
子
ど
も
た
ち

が
心
豊
か
で
健
や
か
に
育
ま
れ
る
環

境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

（
1
5
0
万
円
）

●
国
際
化
時
代
に
対
応
し
、
幼
・
小
・

中
学
生
の
総
合
的
な
英
語
力
を
培
う

こ
と
に
よ
り
、
次
代
を
担
う
子
ど
も

し
ま
す
。　
　

  

（
4
，6
4
5
万
円
）

●
通
称
広
域
農
道
の
改
良
事
業
の
推
進

や
、
一
宮
地
区
に
農
村
公
園
を
整
備

す
る
た
め
の
測
量
設
計
業
務
を
実
施

し
ま
す
。（
6
，9
8
0
万
円
・
新
規
）

●
氷
砂
糖
製
造
法
を
発
明
し
た
町
の
偉

人
、
鈴
木
藤
三
郎
氏
が
建
立
し
た
庵

山
観
音
菩
薩
像
の
修
理
を
行
い
ま

す
。　
　
（
2
5
5
万
円
・
新
規
）

●
飯
田
城
の
公
園
整
備
を
実
施
し
、
町

の
文
化
財
や
新
た
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト

と
し
て
Ｐ
Ｒ
を
す
る
こ
と
で
、
文
化

財
へ
の
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、

地
域
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

（
1
6
5
万
円
）

●
地
域
の
公
共
的
な
課
題
に
、
町
民
が

主
体
的
に
な
っ
て
取
り
組
む
活
動
に

対
し
て
補
助
金
を
交
付
す
る
「
協
働

ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業
」
を
継
続
し

ま
す
。　
　
　
　
　
（
1
7
8
万
円
）

●
公
共
交
通
機
関
で
あ
る
天
竜
浜
名
湖

鉄
道
線
路
沿
い
の
清
掃
活
動
を
実
施

す
る
団
体
な
ど
へ
支
援
す
る
「
レ
ー

ル
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
事
業
」
を
実
施

し
、
町
民
の
マ
イ
レ
ー
ル
意
識
の
向

上
や
利
用
促
進
を
図
り
ま
す
。

（
30
万
円
）

●
職
員
の
意
欲
や
企
画
力
の
向
上
を
図

る
た
め
、
職
員
研
修
の
充
実
を
図
り

ま
す
。　
　
　
　
　
（
1
8
4
万
円
）

を
育
成
し
ま
す
。　
（
9
1
0
万
円
）

●
児
童
・
生
徒
の
国
語
力
を
高
め
、
社

会
の
実
情
を
多
面
的
に
考
え
、
公
正

に
判
断
す
る
力
を
育
む
た
め
に
、
各

小
中
学
校
に
お
い
て
、
教
材
用
と
し

て
の
新
聞
や
図
書
の
充
実
を
図
り
ま

す
。　
　
　
　
　
　
（
2
1
7
万
円
）

●
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業
を
実
施
し
、

お
達
者
度
の
高
い
健
康
・
生
き
が
い

を
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

に
努
め
ま
す
。　
　
（
11
万
円
・
新
規
）

●
道
路
ス
ト
ッ
ク
総
点
検
事
業
や
橋
梁

長
寿
命
化
工
事
、
町
営
住
宅
の
長
寿

命
化
計
画
の
策
定
を
進
め
計
画
的
な

整
備
を
図
り
ま
す
。

（
2
，7
9
5
万
円
・
新
規
）

●
森
町
病
院
や
森
町
家
庭
医
療
ク
リ

ニ
ッ
ク
、
森
町
文
化
会
館
の
利
用
者

へ
の
利
便
性
を
高
め
る
た
め
に
、
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
よ
る
天
浜

線
新
駅
を
設
置
し
ま
す
。

（
1
2
，9
1
7
万
円
）

●
三
倉
・
天
方
地
区
で
の
地
域
住
民
と

の
協
働
に
よ
る
自
家
用
有
償
旅
客
運

送
バ
ス
の
継
続
実
施
や
、
民
間
路
線

バ
ス
（
3
路
線
）、
天
竜
浜
名
湖
鉄

道
へ
の
経
営
支
援
を
実
施
す
る
こ
と

に
よ
り
、
地
域
の
生
活
の
足
を
確
保

■
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
企
画
財
政
課
財
政
係

　
　
　
　
　  

☎
8
5
｜
6
3
0
6

（339,012円）
345,851円345,851円

平成26年度一般会計の
町民１人当たりの予算

民  生  費 99,023円（91,523円）
衛  生  費 52,256円（52,148円）
教  育  費 37,281円（37,721円）
総  務  費 47,151円（40,384円）
土  木  費 33,113円（42,369円）
消  防  費 22,471円（19,887円）
農林水産業費 12,342円（12,687円）
商  工  費 4,592円　（4,880円）

町民1人当たりに
使われるお金の主な内訳

※金額は平成26年３月１日現在の人口
　（19,465人）  で計算しています。
※（　）内は25年度数値

※（　）内は25年度数値



6

教
育
顕

彰
式
が
3

月
8
日
、

文
化
会
館

で
開
か

れ
、
平
成

25
年
度
に

森
町
の
教

育
活
動
に

尽
力
さ
れ

た
教
育
功

労
者
７
人
と
、
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動

で
輝
か
し
い
成
果
を
上
げ
た
児
童
、
生

徒
な
ど
29
人
に
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈

ら
れ
、
そ
の
功
績
を
た
た
え
ま
し
た
。

ま
た
、
受
賞
者
を
代
表
し
て
杉
本
和
生

さ
ん
（
磐
田
農
高
3
年
）
が
昨
年
、
毎

日
農
業
記
録
賞
（
毎
日
新
聞
社
主
催
）

で
高
校
生
部
門
優
秀
賞
を
受
賞
し
た

「
お
茶
の

販
路
拡
大

を
目
指
し

て
」
の
概

要
を
発
表

し
、
出
席

者
か
ら
大

き
な
拍
手

が
送
ら
れ

ま
し
た
。

3
月
31

日
付
け
で

井
上
啓
次

郎
教
育
長

が
退
任
さ

れ

ま

し

た
。
平
成

17
年
4
月

1
日
に
森

町
教
育
委
員
会
教
育
長
に
就
任
。「
心

豊
か
な
人
づ
く
り
・
夢
づ
く
り
」
を
教

育
理
念
に
掲
げ
、
町
民
一
人
一
人
が
夢

や
志
を
持
っ
て
未
来
を
ひ
ら
い
て
い
く

た
め
の
礎
を
創
る
べ
く
、
町
の
教
育
の

充
実
・
文
化
の
振
興
に
9
年
間
と
い
う

長
き
に
わ
た
り
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

学
校
教
育
で
は
、
中
学
校
区
ご
と
に

「
自
慢
づ
く
り
」
事
業
を
展
開
し
た
り
、

英
語
指
導
の
強
化
、
特
別
支
援
教
育
の

充
実
に
力
を
注
ぎ
ま
し
た
。
社
会
教
育

で
は
、
生
涯
学
習
の
推
進
に
力
を
入
れ

「
森
の
夢
づ
く
り
大
学
」
を
設
立
し
ま

し
た
。
ま
た
、
教
育
関
係
施
設
の
充
実

整
備
を
図
る
と
と
も
に
、
教
育
活
動
の

資
質
向
上
の
た
め
に
指
導
力
を
発
揮
さ

れ
ま
し
た
。

後
任
の
新
教
育
長
に
は
比
奈
地
敏
彦

さ
ん
（
59
歳
・
仲
横
町
）
が
就
任
し
ま

し
た
。

防
災
協
定
の
調
印
式

森
町
と
静
岡
県
測
量
設
計
協
会
（
鶴

田
忠
男
会
長
）
は
3
月
4
日
、
災
害
時

に
お
け
る
測
量
設
計
等
業
務
委
託
に
関

す
る
協
定
書
を
締
結
し
、
森
町
役
場
で

調
印
式
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
協
定
は
、

災
害
時
に
お
け
る
民
間
協
力
の
一
環
と

し
て
、
円
滑
な
災
害
復
旧
活
動
の
た
め
、

工
事
に
必
要
な
測
量
設
計
等
業
務
委
託

を
迅
速
に
行
い
公
共
施
設
の
機
能
の
確

保
や
復
旧
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

も
の
で
す
。
村
松
町
長
は
「
災
害
時
の

迅
速
な
測
量
設
計
は
と
て
も
心
強
い
」

と
感
謝
し
、
災
害
時
の
連
絡
方
法
な
ど

を
確
認
し
ま
し
た
。
鶴
田
会
長
は
「
当

協
会
に
は
66
社
、
2，

2
8
1
人
の
技

術
者
が
い
ま
す
。
す
で
に
県
や
市
と
同

様
な
協
定
を
結
び
経
験
を
積
ん
で
お

り
、
災
害
発
生
時
に
は
迅
速
な
対
応
で

復
旧
に
協
力
し
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

教
育
顕
彰
式

表彰を受ける教育功績者

協定を結んだ村松町長と鶴田会長
（左から2人目）たち

長
い
間
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た

井
上
教
育
長
が
退
任

板 掲 示 

退任され職員に見送られる井上前教育長

交
通
安
全
協
会
森
地
区
支
部
女
性
部

（
松
下
く
に
ゑ
部
長
）
は
3
月
27
日
、

「
子
ど
も
の
交
通
事
故
を
無
く
そ
う
」

と
部
員
ら
手
作
り
の
横
断
旗
53
本
を
井

上
教
育
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。
同
支
部

で
は
毎
年
、
交
通
安
全
の
啓
発
品
を
手

作
り
し
て
お
り
、
今
回
は
、
同
支
部
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
あ
る
『
茶
太
郎
・
茶

子
』
が
園
服
で
元
気
に
横
断
歩
道
を
渡

っ
て
い
る
様
子
を
フ
ェ
ル
ト
で
刺
し
ゅ

う
を
し
、「
あ
り
が
と
う
横
断
中
」
と

文
字
を
入
れ
、
車
か
ら
よ
く
目
立
つ
よ

う
に
黄
色
で
作
り
ま
し
た
。
同
支
部
役

員
や
交
通
安
全
指
導
員
ら
が
ま
ご
こ
ろ

込
め
て
作
っ
た
旗
は
町
内
の
幼
稚
園
と

保
育
園
に
配
布
さ
れ
ま
す
。
部
員
ら
は

「
子
ど
も
た
ち
の
登
園
や
外
出
時
に
使

っ
て
『
幸
せ
の
横
断
旗
』
と
な
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

交
通
安
全
協
会
森
地
区
支
部

横
断
旗
を
寄
贈

井上教育長に横断旗を手渡す鈴木正一会長
（左）と松下部長

発表をする杉本さん
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役
場
で
は
4
月
1
日
付
で
人
事
異
動
を

行
い
ま
し
た
。
係
長
級
以
上
の
異
動
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

（

）
内
は
前
所
属

【
参
事
・
課
長
級
】

参
事
（
県
技
術
派
遣
）
鈴
木
雅
則
▽
参
事

（
兼
）
税
務
課
長
（
住
民
生
活
課
長
）
村
松
也

寸
志
▽
病
院
事
務
局
長
（
病
院
医
事
課
長
）

西
谷
勉
次
▽
住
民
生
活
課
長
（
企
画
財
政
課

長
）
村
松
　
弘
▽
上
下
水
道
課
長
（
建
設
課

技
監
）
山
田
裕
一
▽
保
健
福
祉
課
長
（
兼
）

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長
（
保
健
福
祉

課
副
参
事
（
兼
）
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
所

長
）
村
松
富
夫
▽
産
業
課
長
（
産
業
課
副
参

事
）
三
浦
　
強
▽
議
会
事
務
局
長
（
上
下
水

道
課
副
参
事
）
三
浦
　
健
▽
病
院
管
理
課
長

（
兼
）
管
理
係
長
（
病
院
管
理
課
課
長
補
佐

（
兼
）
管
理
係
長
）
柴
田
　
学
▽
病
院
医
事
課

長
（
兼
）
医
事
係
長
（
病
院
医
事
課
課
長
補

佐
（
兼
）
医
事
係
長
）
高
田
志
郎
▽
総
務
課

防
災
監
（
兼
）
課
長
補
佐
（
建
設
課
課
長
補

佐
）
村
松
利
郎
▽
社
会
教
育
課
長
（
税
務
課

課
長
補
佐
（
兼
）
納
税
係
長
）
鈴
木
富
士
男

▽
企
画
財
政
課
長
（
企
画
財
政
課
課
長
補
佐
）

長
野
　
了

【
課
長
補
佐
級
】

社
会
教
育
課
（
体
育
館
担
当
）
課
長
補
佐

（
兼
）
社
会
体
育
・
体
育
館
建
設
ス
タ
ッ
フ

長
（
社
会
教
育
課
課
長
補
佐
）
竹
山
正
敏
▽

住
民
生
活
課
課
長
補
佐
（
兼
）
生
活
保
全
係

長
（
住
民
生
活
課
課
長
補
佐
（
兼
）
住
民
係
長
）

幸
田
秀
一
▽
学
校
教
育
課
課
長
補
佐
（
兼
）

学
校
教
育
係
長
（
学
校
教
育
課
主
幹
（
兼
）

庶
務
係
長
）
西
谷
ひ
ろ
み
▽
社
会
教
育
課
課

長
補
佐
（
兼
）
文
化
振
興
係
長
（
社
会
教
育

課
主
幹
（
兼
）
文
化
振
興
係
長
）
北
島
恵
介

▽
建
設
課
課
長
補
佐
（
建
設
課
主
幹
（
兼
）

管
理
係
長
）
小
島
行
雄
▽
税
務
課
課
長
補
佐

（
兼
）
納
税
係
長
（
社
会
教
育
課
主
幹
（
兼
）

社
会
教
育
係
長
）
三
倉
徳
泰
▽
建
設
課
課
長

補
佐
（
兼
）
管
理
係
長
（
企
画
財
政
課
主
幹

（
兼
）
管
財
係
長
）
花
嶋
　
亘
▽
企
画
財
政
課

課
長
補
佐
（
兼
）
内
陸
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
推
進

係
長
（
総
務
課
主
幹
（
兼
）
情
報
管
理
係
長
）

富
田
正
治
▽
保
健
福
祉
課
課
長
補
佐
（
兼
）

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ス
タ
ッ
フ
長
（
学

校
教
育
課
主
幹
（
兼
）
学
校
管
理
係
長
）
村
松

成
弘
▽
上
下
水
道
課
課
長
補
佐
（
兼
）
上
水

道
管
理
係
長
（
住
民
生
活
課
主
幹
（
兼
）
生

活
保
全
係
長
）
高
木
純
一

【
主
幹
・
係
長
級
】

出
納
室
主
幹
（
兼
）
出
納
係
長
（
税
務
課
主

幹
（
兼
）
町
民
税
係
長
）
藤
田
美
恵
子
▽
建

設
課
主
幹
（
兼
）
工
事
ス
タ
ッ
フ
（
併
）
社

会
教
育
課
主
幹
（
兼
）
社
会
体
育
・
体
育
館

建
設
ス
タ
ッ
フ
（
産
業
課
技
幹
（
兼
）
林
政

係
長
）
中
村
安
宏
▽
企
画
財
政
課
主
幹
（
兼
）

管
財
係
長
（
建
設
課
主
幹
（
兼
）
用
地
係
長
）

内
藤
豊
久
▽
建
設
課
主
幹
（
兼
）
工
事
ス
タ

ッ
フ
長
（
建
設
課
技
幹
（
兼
）
工
事
係
長
）

岡
本
教
夫
▽
保
健
福
祉
課
主
幹
（
兼
）
保
健

ス
タ
ッ
フ
長
（
保
健
福
祉
課
保
健
係
長
）
山

下
浩
子
▽
住
民
生
活
課
主
幹
（
兼
）
住
民
係

長
（
総
務
課
行
政
係
主
査
）
坂
元
恵
子
▽
学

校
教
育
課
主
幹
（
兼
）
学
校
管
理
係
長
（
学

校
教
育
課
学
校
管
理
係
主
査
）
小
澤
貴
代
美

▽
保
健
福
祉
課
主
幹
（
兼
）
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
ス
タ
ッ
フ
（
保
健
福
祉
課
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
係
保
健
師
）
岡
本
裕
実
▽

保
健
福
祉
課
主
幹
（
兼
）
保
健
ス
タ
ッ
フ

（
保
健
福
祉
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
係
保

健
師
）
朝
比
奈
礼
子
▽
総
務
課
主
幹
（
兼
）

情
報
管
理
係
長
（
建
設
課
都
市
整
備
係
主
査
）

土
屋
成
弘
▽
学
校
教
育
課
主
幹
（
兼
）
庶
務

係
長
（
企
画
財
政
課
財
政
係
主
査
）
野
口

忠
▽
社
会
教
育
課
主
幹
（
兼
）
社
会
体
育
・

体
育
館
建
設
ス
タ
ッ
フ
（
社
会
教
育
課
社
会

体
育
係
主
査
）
中
村
　
貢
▽
産
業
課
主
幹

（
兼
）
林
政
係
長
（
上
下
水
道
課
上
水
道
工
務

係
主
査
）
秋
山
大
介
▽
建
設
課
技
幹
（
兼
）

用
地
係
長
（
建
設
課
用
地
係
技
術
主
査
）
磯

谷
博
俊
▽
社
会
教
育
課
主
幹
（
兼
）
社
会
教

育
係
長
（
保
健
福
祉
課
厚
生
係
主
査
）
藤
原

崇
▽
税
務
課
主
幹
（
兼
）
町
民
税
係
長
（
税

務
課
町
民
税
係
主
査
）
鈴
木
勇
登

【
新
規
採
用
職
員
】

藤
川
翔
太
（
上
下
水
道
課
上
水
道
工
務
係
）

▽
矢
部
行
美
（
建
設
課
用
地
係
）
▽

木
孝

真
（
建
設
課
都
市
整
備
係
）
▽
河
合
慶
典

（
病
院
医
事
課
医
事
係
）
▽
片
岡
久
幸
（
学
校

教
育
課
学
校
管
理
係
）
▽
山
中
雅
之
（
企
画

財
政
課
企
画
係
）
▽
大
場
有
紗
（
住
民
生
活

課
住
民
係
）
▽
神
麻
敏
来
（
保
健
福
祉
課
障

害
福
祉
係
）
▽
田
中
彩
乃
（
教
育
委
員
会
・

飯
田
幼
稚
園
教
諭
）
▽
村
松
　
南
（
教
育
委

員
会
・
森
幼
稚
園
教
諭
）

【
退
職
】

浦
上
治
男
（
参
事
（
兼
）
議
会
事
務
局
長
）
▽

瀧
下
和
俊
（
参
事
（
兼
）
保
健
福
祉
課
長
）
▽

増
田
多
喜
男
（
参
事
（
兼
）
産
業
課
長
）
▽
大

原
直
幸
（
社
会
教
育
課
長
）
▽
岡
野
　
豊
（
上

下
水
道
課
長
）
▽
松
浦
愼
一
郎
（
税
務
課
長
）

▽
一
木
　
進
（
病
院
事
務
局
長
（
兼
）
管
理
課

長
）
▽

木
達
雄
（
総
務
課
防
災
監
（
兼
）
課

長
補
佐
）
▽
天
野
朝
子
（
保
健
福
祉
課
副
参
事
）

▽
西
村
嘉
子
（
学
校
教
育
課
課
長
補
佐
（
兼
）

学
校
教
育
係
長
）
▽
安
西
初
枝
（
出
納
室
主
幹

（
兼
）
出
納
係
長
）
▽
鈴
木
章
弘
（
社
会
教
育

課
主
幹
（
兼
）
社
会
体
育
係
長
）
▽
栗
田
寅
夫

（
上
下
水
道
課
課
長
補
佐
（
兼
）
上
水
道
管
理
係

長
）
▽
北
川
明
子
（
上
下
水
道
課
上
水
道
管
理

係
主
査
）
▽
山
下
マ
ス
ミ
（
森
幼
稚
園
主
任
教

諭
）
▽
齋
木
美
智
子
（
泉
陽
中
学
校
主
任
（
調

理
員
））
▽
鈴
木
千
恵
子
（
森
幼
稚
園
教
諭
）

役
場
職
員
の
人
事
異
動

片岡久幸・神麻敏来・田中彩乃・大場有紗・藤川翔太
山中雅之・矢部行美・河合慶典・ 木孝真・村松　南

新規採用職員です。
よろしくお願いします！
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大門公民館

サンヒルズ森

遠州森駅

駅東公園

金守神社

栄町公民館

遠江総合高校

大門東公園

下宿公民館

保健福祉
センター

北見公園

文化会館

天
竜
浜
名
湖
鉄
道

新 東
名 高

速 道
路

　森町浄化
センター

森川橋

太

田

川

森大橋

南町公園
警察署

草ヶ谷踏切

草ヶ谷公民館

香勝寺

金山神社

大門公民館

サンヒルズ森

遠州森駅

駅東公園

金守神社

栄町公民館

遠江総合高校

大門東公園 役場役場

下宿公民館

保健福祉
センター

北見公園

文化会館

天
竜
浜
名
湖
鉄
道

新 東
名 高

速 道
路

　森町浄化
センター

森町病院森町病院

　

町
で
は
、
快
適
で
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
、
公
共
下
水
道
事
業
を
推
進
し
、
順
次
供
用
区
域

の
拡
大
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
工
事
期
間
中
、
町
民

の
皆
様
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
引

き
続
き
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
公
共
下
水
道
の
詳
細
に
つ
い
て
は
「
森
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
（http://w

w
w
.tow
n.m
orim
achi.

shizuoka.jp/gove/jougesui/gesui/gesui_ho
m
e.htm

l)

に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
是
非
ご
覧
く

だ
さ
い
。

◎
公
共
下
水
道
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は

　

役
場
上
下
水
道
課
下
水
道
管
理
係

　
　
　
　
　
　
　

1（
0
5
3
8
）8
5
｜
6
3
2
7

役場へ申請書提出
下水道管理係

役場による検査

3
月
28
日
か
ら
新
た
に
公
共
下
水
道

を
利
用
で
き
る
区
域
（
供
用
区
域
）
が

広
が
り
ま
し
た
。

公
共
下
水
道
の
供
用
区
域
で
は
家
庭

な
ど
か
ら
排
出
さ
れ
る
汚
水
は
公
共
下

水
道
へ
流
す
よ
う
に
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
公
共
下
水
道
を
新
た
に

利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
区
域
や
下

水
道
を
利
用
す
る
た
め
の
手
続
き
な
ど

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

森
地
区
（
下
宿
・
大
門
・
栄
町
中
・

栄
町
上
）
の
一
部
で
、
平
成
25
年
度
に

下
水
道
管
の
工
事
を
行
っ
た
区
域
が
対

象
と
な
り
ま
す
。
（
区
域
図
を
ご
参
照

く
だ
さ
い
）

そ
の
区
域
の
土
地
ま
た
は
建
物
の
所

有
者
な
ど
（
受
益
者
）
に
は
別
途
役
場

か
ら
供
用
開
始
な
ど
に
つ
い
て
の
お
知

ら
せ
を
し
ま
す
。

供
用
開
始
に
な
る
と
、
そ
の
区

域
で
は
下
水
道
が
使
え
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
対
象
区
域
の
各
ご
家
庭
で

は
、
1
年
以
内
に
排
水
設
備
の
工
事

を
し
て
、
町
で
設
置
し
た
公
共
ま
す

に
排
水
を
接
続
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
町
で
は
、
こ
の
排
水
設

備
の
工
事
を
適
正
に
、
か
つ
、
迅
速

に
行
う
た
め
一
定
の
要
件
を
満
た
す

排
水
設
備
業
者
を
「
指
定
工
事
店
」

と
し
て
指
定
し
て
い
ま
す
。
こ
の

「
指
定
工
事
店
」
で
な
け
れ
ば
排
水

設
備
の
工
事
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。■＝ 新たに供用を開始した区域

■＝ 既に供用している区域

●森町公共下水道  供用開始区域図

公
共
下
水
道
へ
の

接
続
を
お
願
い
し
ま
す

公
共
下
水
道
へ
の

接
続
を
お
願
い
し
ま
す

新
た
に
公
共
下
水
道
を
利
用
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
区
域（
供
用
開
始
区
域
）

1

下
水
道
が

供
用
開
始
に
な
っ
た
ら

2

利
用
す
る
ま
で
の
流
れ

3

8



遠
州
森
町
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
開
通
し
ま
し
た
。

遠
州
森
町
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
開
通
し
ま
し
た
。

遠
州
森
町
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
開
通
し
ま
し
た
。

遠
州
森
町
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
開
通
し
ま
し
た
。

3
月
29
日
、待
望
の
遠
州
森
町
ス
マ

ー
ト
Ｉ
Ｃ
の
開
通
記
念
式
典
が
関
係

者
に
よ
り
行
わ
れ
、15
時
に
開
通
し
ま

し
た
。

12
時
30
分
か
ら
中
日
本
高
速
道
路

株
式
会
社
主
催
の
竣
工
式
が
行
わ
れ
、

そ
の
後
13
時
30
分
か
ら
町
主
催
の
開

通
式
典
で
は
、川
勝
平
太
県
知
事
や
綿

貫
民
輔
全
国
道
路
利
用
者
会
議
会
長

を
は
じ
め
多
く
の
来
賓
ご
臨
席
の
も

と
開
催
し
ま
し
た
。

村
松
町
長
は
式
辞
で「
国
土
交
通
大

臣
か
ら
連
結
許
可
を
受
け
2
年
で
開

通
で
き
た
こ
と
は
大
変
う
れ
し
く
、関

係
の
皆
さ
ん

に
御
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。

パ
ー
キ
ン
グ

エ
リ
ア
に
ス

マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ

が
開
通
し
た

こ
と
で
、大
規

模
災
害
時
に
は
防
災
拠
点
に
も
な
り
、

工
業
団
地
か
ら
新
東
名
へ
の
ア
ク
セ

ス
が
短
縮
さ
れ
、観
光
客
の
増
加
も
期

待
で
き
る
。今
後
、そ
れ
ら
を
い
か
に

活
用
し
て
い
く
か
が
大
切
で
あ
り
、活

用
し
て
町
を
発
展
さ
せ
て
い
く
の
が

使
命
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、魅
力
あ

る
町
発
展
の
礎
と
し
た
い
」と
話
し
ま

し
た
。そ
の
後
、事
業
概
要
報
告
や
来

賓
祝
辞
に
引
き
続
き
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
、

く
す
玉
割
り
を
行
い
、浜
松
市
の「
天

方
吹
奏
楽
団
」に
よ
る
吹
奏
楽
の
記
念

演
奏
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

▲村松町長の式辞

▲綿貫会長の祝辞

▲天方吹奏楽団による記念演奏 ▲川勝知事の祝辞

問
い
合
わ
せ
先

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の

　
　
　
　
　
　補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の

　
　
　
　
　
　補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

町
で
は
地
球
温
暖
化
防
止
や
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
有
効
利
用
を
推
進
す
る

た
め
、町
内
に
居
住（
ま
た
は
居
住
を

予
定
）し
、住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
を
設
置
す
る
人
に
補
助
金
を
交

付
し
ま
す
。

①
補
助
対
象

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の

設
置

②
補
助
額

1
戸
ご
と
に
、シ
ス
テ
ム
の
モ
ジ
ュ

ー
ル
の
出
力
1
k
w
あ
た
り
4
千
円

（
1
万
6
千
円
を
限
度
）

県
の
補
助
金
と
併
給
可
能

〈
県
の
補
助
金
〉

住
宅
用
太
陽
光
発
電
設
備
導
入
支
援

事
業
費
補
助
金（
1
k
w
当
た
り
1
万

2
千
円
、4
万
8
千
円
を
限
度
）

③
対
象
期
間

平
成
26
年
4
月
1
日
以
降
に
着
工

し
、平
成
27
年
3
月
31
日
ま
で
に
設

置
を
完
了
す
る
も
の

④
申
請
方
法
な
ど

設
置
者
本
人
ま
た
は
家
族
の
人
が
、

設
置
開
始
前
に
交
付
申
請
書
等
を

住
民
生
活
課
生
活
保
全
係
ま
で
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。設
置
完
了
後

に
、実
績
報
告
書
・
請
求
書
な
ど
を

提
出
す
る
と
補
助
金
が
交
付
さ
れ

ま
す
。

※
交
付
申
請
書
な
ど
に
つ
い
て
は
、生

活
保
全
係（
役
場
庁
舎
裏
別
館
）に

用
意
し
て
い
ま
す
。ま
た
、町
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

※
県
の
補
助
金
が
予
算
措
置（
県
の
予

算
が
な
く
な
っ
た
場
合
な
ど
）の
関

係
で
受
け
ら
れ
な
い
場
合
は
、町
の

補
助
額
は
1
k
w
あ
た
り
1
万
6

千
円
で
上
限
6
万
4
千
円
を
限
度

と
し
て
交
付
し
ま
す
。

役
場
住
民
生
活
課

生
活
保
全
係

☎
８
５
―
６
３
１
４
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MORIMORI TOPICS
もりまちの話題！ ニュース！ etc. トピックストピックスもりトピックストピックスもり

▼完成したあずまや

建設作業を進める▲
生徒たち　

アクティ森にあずまや完成
中遠建築高等職業訓練校の生徒たちが2月26

日、アクティ森の花木園に休憩所となるあずまやを
建設しました。生徒6人のほか、講師や建築関係
者が、ヒノキ材を組み合わせ、高さ3メートル縦横2
メートルのあずまやを組み立てました。このあずま
や建設事業は、同校が生徒たちの課外実習をか
ねて行っているもので、森町内では初めて実施さ
れました。

みんなの居場所
「森のこかげ」オープン
3月1日、町内初の居場所「森のこかげ」が本町
にオープンし、開所式が行われました。居場所と
は、高齢者の閉じこもり防止や仲間作り、世代間
交流を目的とした、地域に住むあらゆる世代の人
たちが気軽に集まることができる場所です。開所
式で村松藤雄町長は「森のこかげを皆さんに活用
してもらい、森町の『お達者度』が更に上がること
を期待しています」とあいさつしました。

天浜線に乗っていちご狩りへ
森町天竜浜名湖線ふれあいの会（山本充喜会
長）は3月9日、はままつフルーツパーク時之栖（浜
松市北区）を目的地とした天浜線体験ツアーを開
催しました。同会では、天浜線の利用促進とマイ
レール意識の高揚を図るため、毎年フルーツ狩り
を企画しています。今回は家族連れなど17組67
人が参加し、のどかな風景を眺めながら天浜線車
内での時間を楽しんだ後、フルーツパークで旬の
いちごをおなかいっぱいになるまで食べました。

▲いちご狩りに夢中の参加者たち

▲オープンを祝う関係者たち

10



MORIMORI TOPICS
もりまちの話題！ ニュース！ etc. トピックストピックスもりトピックストピックスもり

▲長唄を披露する杵屋氏ら

▼作品に見入る
　来場者

▼元気いっぱいの
　ダンスを披露

バレンタインのお返しに心を込めて
ときわ保育園の年長園児が3月14日、豊田合成

（株）森町工場を訪れ、社員らに手作りクッキーを
プレゼントしました。同社員らは、袋井警察署交通
安全指導員とともに交通安全を呼びかける「愛の
バレンタイン作戦」を2月に同園で実施。その際プレ
ゼントされたチョコレートのお返しにと、園児らは「こ
れからも交通ルールを守ります」と手作りのクッ
キーと交通安全ポスターを社員らに手渡しました。

子どもたちの華やかなステージ発表
文化会館大ホールで3月16日、第18回子どもの
舞台フェスタが開催されました。町内のバレエ教室
や舞楽保存会、中学校吹奏楽部など10団体、約
150人の子どもたちが参加し、大きな舞台で日ごろ
の練習の成果を披露すると観客から大きな拍手
が送られました。また、終演後には、参加した子ども
たちが東日本大震災への義援金を募り、集まった
56,270円は後日、日本赤十字社を通して被災地
に送られました。

各講座の1年間の成果を披露
森の夢づくり大学の第7回大学祭が3月22日と
23日の2日間、文化会館で開催されました。今年
度は計64講座で延べ619人の生徒が受講し、大
学祭には51講座が参加。会場にはフラワーアレン
ジメントや絵画、陶芸などの力作が並んだほか、日
本舞踊や茶道のお点前などが披露されました。ま
た、23日には長唄の杵屋勝彦氏らを演奏者に招
いて特別講座が開催され、多くの来場者が長唄
や三味線の音色に聞き入っていました。

▲社員にお礼を手渡す園児たち

▲義援金を役場へ届ける子どもたち

11
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森
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

1
8
5
ー
6
3
4
1

E-m
ail:houkatsu@

tow
n.m
orim

achi. 
shizuoka.jp

問
い
合
わ
せ
先

　
高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
で
は
、現
在
の
心
身
の

機
能
を
で
き
る
だ
け
落
と
さ
な
い
よ
う
に
す
る

こ
と
が
、生
活
習
慣
病
予
防
と
と
も
に
重
要
に

な
っ
て
き
ま
す
。い
つ
ま
で
も
自
分
ら
し
く
生
き

が
い
や
目
標
を
も
っ
て
生
活
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。 

平
成
25
年
度
介
護
予
防
事
業
の
参
加
者
 

 
町
で
実
施
し
た
介
護
予
防
事
業
へ
の
参
加
者

は
、元
気
あ
っ
ぷ
運
動
教
室
29
名
、も
り
ト
レ
ク
ラ

ブ（
運
動
教
室
）15
名
、脳
活
性
化
教
室
32
名
、さ

わ
ふ
れ
ク
ラ
ブ
1
6
2
名
で
し
た
。 

今
年
度
も
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
 

実
施
し
ま
す
　
 

 
「
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
は
、ご
自
分
の
生
活

や
健
康
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、介
護
予
防
に
役
立

て
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。
転
び
や
す
く
な
っ
て

い
な
い
か
、口
の
機
能
が
保
た
れ
て
い
る
か
、偏
っ

た
食
生
活
を
し
て
い
な
い
か
、家
に
閉
じ
こ
も
っ

て
い
な
い
か
、物
忘
れ
な
ど
認
知
機
能
が
低
下
し

て
い
な
い
か
、気
分
が
落
ち
込
ん
で
い
な
い
か
な

ど
の
26
項
目
の
質
問
に
答
え
る
こ
と
で
、心
身
の

状
態
が
チ
ェ
ッ
ク
で
き
ま
す
。 

基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
対
象
者
 

　
65
歳
以
上
の
方
が
対
象
で
す
。 

（
た
だ
し
、要
支
援
・
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い

る
方
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
） 

基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
流
れ
 

①
対
象
者
の
方
に
4
月
初
旬
、「
基
本
チ
ェ
ッ
ク

リ
ス
ト
」
を
個
別
郵
送
し
ま
す
。 

②
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
が
届
い
た
方
は
、記
入
の
う

え
、同
封
の
返
信
用
封
筒
で
4
月
下
旬
ま
で

に
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。 

③
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
結
果
、生
活
機
能
低

下
の
心
配
が
あ
る
方
に
は
、介
護
予
防
教
室

な
ど
の
紹
介
を
し
ま
す
。（
生
活
機
能
低
下

の
心
配
が
な
い
方
に
は
、結
果
は
郵
送
し
ま

せ
ん
） 

④
未
提
出
の
方
に
は
、確
認
の
連
絡
を
し
ま
す

の
で
、必
ず
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 　
生
活
機
能
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
で
自
分
の

生
活
上
の
問
題
点
を
知
り
、積
極
的
に
介
護
予

防
を
実
践
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

134 2

 11日（日） 

24日（土） 

15日（日） 

22日（日） 

※5日（土） 

27日（日） 

4日（月） 

23日（土） 

24日（日） 

6日（土） 

28日（日） 

袋井消防署 

 森　分　署 

森　分　署 

山梨分遣所 

袋井消防署 

山梨分遣所 

袋井消防署 

森　分　署 

山梨分遣所 

袋井消防署 

森　分　署 

20人 

20人 

20人 

10人 

16人 

10人 

20人 

20人 

10人 

20人 

20人 

開催日 定員 

5月 

6月 

7月 

8月 

9月 

会場 

開催時間 9:00～12:00※7月5日は8:30～17:30

 
袋
井
消
防
署
森
分
署
で
は
、森
町
・
袋
井

市
に
在
住
、在
勤
ま
た
は
在
学
で
中
学
生
以

上
の
人
を
対
象
に
、普
通
救
命
講
習
・
上
級

救
命
講
習
の
受
講
者
を
募
集
し
ま
す
。

 
成
人
の
心
肺
蘇
生
法
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用

　
方
法
、異
物
除
去
法
な
ど
を
3
時
間
で

　
学
び
ま
す
。

普
通
救
命
講
習
の
内
容
に
加
え
、小
児
・

　
乳
児
の
心
肺
蘇
生
法
、異
物
除
去
法
な

　
ど
を
8
時
間
で
学
び
ま
す
。 

　
 

　
講
習
会
前
日
ま
で
に
、申
請
書
を
各
消

防
署
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

　
 

＊
団
体
で
受
講
さ
れ
る
場
合
、1
講
習
に
つ

き
1
団
体
5
人
ま
で
受
講
可
能
で
す
。 

＊
講
習
修
了
者
に
は
後
日
修
了
証
を
郵

送
し
ま
す
の
で
、定
形
封
筒
に
受
取
人

の
住
所
・
氏
名
を
記
入
し
、82
円
切
手
を

貼
り
受
講
日
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

＊
受
講
料
は
無
料
で
す
が
、修
了
証
郵
送

用
の
定
形
封
筒
と
切
手
代
の
み
ご
負
担

く
だ
さ
い
。 

＊
都
合
に
よ
り
日
程
な
ど
を
変
更
さ
せ

て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

 

救
命
講
習
…
日
程
表
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

※
上
級
救
命
講
習
 

 7 
月
 5 
日（
土
）・
11 
月
 9 
日（
日
） 

い
ず
れ
も
会
場
は
袋
井
消
防
署
、開
催

時
間
8
時
30
分
か
ら
17 
時
30
分
ま
で
 

　
問
い
合
わ
せ
先
 

 
 
袋
井
消
防
署
森
分
署

 
 
 
 
 
 
1
8
5
ー
0
1
1
9

日
程
表

日
程
表

日
程
表

日
程
表

日
程
表

5
月
か
ら
9
月
ま
で
の
開
催
日

開
催
日

5
月
か
ら
9
月
ま
で
の
開
催
日

10
月
以
降
の
日
程
は
9
月
号
に
掲
載
予
定
で
す
。 

暮らしの
■ 　 ■ 　 ■ 　 ■ 　 ■
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森町柔道スポーツ少年団
第18回はじめ杯争奪湖西市柔道大会
12月1日（土）／新居中学校武道場 

3　位

3　位 
　敢闘賞

第9回菊川市柔道大会
2月15日（土）／菊川南陵高校 

3　位 3　位

第5回天竜杯争奪剣道大会
2月2日（日）／清竜中学校体育館 

第1回掛川市城下町駅伝競走大会
2月9日（日）／掛川城周辺 

▲優勝したクラブ員たち

優勝した小学生女子の選手たち

優 勝 
3 位

優 勝

準優勝

3 位

3 位

準優勝

3　位

3月9日（日）／ウェルピアながいずみ 
第26回静岡県和道流空手道連盟空手道競技大会 第34回高円宮賜杯

全日本学童軟式野球大会

袋井支部大会の決勝で、笠原スポーツ少年団
に3対1で勝利し、5月5日に藤枝市で行われる
同県大会の出場を決めました。 

3月15日（土）／笠原ふれあい広場 

5　位

優　勝 

3　位 

優　勝 

▲

Sports Information

3
月
28
日
に
行
っ
た
落
成
式
 

 

業
務
を
開
始
し
た
山
梨
分
遣
所
 

  
4
月
1
日
か
ら
袋
井
消
防
署
山
梨
分
遣

所
が
消
防
救
急
業
務
を
開
始
し
ま
し
た
。 

 
袋
井
消
防
署
山
梨
分
遣
所
は
、森
町
南

部
地
区
と
袋
井
市
北
部
地
区
の
消
防
救
急

体
制
強
化
の
た
め
、建
設
工
事
を
進
め
て
き

た
も
の
で
、業
務
開
始
に
よ
り
、こ
の
地
区

で
の
消
防
・
救
急
車
両
の
現
場
到
着
時
間

が
短
縮
さ
れ
ま
す
。 

【
施
設
概
要
】 

▼
庁
　
　
舎
…
鉄
骨
造
り
平
屋
建
て
 

▼
配
備
車
両
…
水
槽
付
き
消
防
ポ
ン
プ
自

　
　
　
　
　
　
動
車
1
台
、高
規
格
救
急
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動
車
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台
 

▼
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10
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梨
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梨
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1

地
震
防
災
訓
練
を
実
施

地
震
防
災
訓
練
を
実
施

トリアージ訓練の様子

「
形
成
外
科
」
外
来
が

       

ス
タ
ー
ト
し
ま
す

3
月
15
日
、大
規
模
地
震
を
想
定
し
た
地

震
防
災
訓
練
を
病
院
職
員
な
ど
90
人
が
参
加

し
て
実
施
し
ま
し
た
。

訓
練
で
は
、職
員
と
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
が
災
害

で
負
傷
し
た
模
擬
患
者

と
な
り
、負
傷
の
具
合
に

よ
っ
て
搬
送
や
治
療
の
順

番
を
分
類
す
る
ト
リ

ア
ー
ジ
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、2
月
か
ら
導
入
し

た
電
子
カ
ル
テ
の
停
電

時
運
用
対
応
訓
練
や
衛

星
電
話
を
使
っ
た
通
信
テ

ス
ト
も
行
い
ま
し
た
。

毎
週
火
曜
日

8
時
〜
11
時
30
分

瀧
口
徹
也（
浜
松
医
大
）

や
け
ど
・じ
ょ
く
そ
う
・は
ん

こ
ん（
傷
跡
の
皮
膚
）な
ど

外
傷
や
腫
瘍　

ほ
か

診
療
日

受
付
時
間

医　

師

対
象
疾
患

4月から※
不
明
な
点
は
、外
来
の
担
当

医
師
ま
た
は
総
合
案
内
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

停電時電子カルテ
運用対応訓練の様子

▲新人看護師研修の様子▲

   森町文化会館 185－1111（取扱時間9:00～17:00、月曜休館）
　※月曜日が祝日の場合は火曜日が休館日
問
※各公演の内容などは、都合により変更する場合がありますのでご了承ください。※取扱時間などは各販売所にお問合せくだ

さい。
※未就学児の入場はご遠慮ください。

チケット購入の
ご注意

土
6/14

入場料（税込）：
　　  友の会 6,500円
　　  一　般 7,000円

ところ ： 森町文化会館 大ホール

全席
指定

リチャード･クレイダーマン2014
withストリングス・トリオ＆パーカッション

由紀さおり 安田祥子
ファミリーコンサート
～うたが咲いています～

開場 13:30
開演 1 4:00

土7/12 開場 13:30  開演 1 4:00

第17回

遠州艶歌の集い

日7/20 開場 13:30
開演 1 4:00

日
5/25 開場 13:00

開演 13:30

主催 ： 森町ミキホール文化振興会
特別協賛 ： 日本通運株式会社
チケット販売所 ： 森町文化会館/
袋井市月見の里学遊館/磐田市
文化振興センター/磐田市情報館/
イケヤアピタ掛川店/アクトシティ
浜松チケットセンター/チケットぴあ
(☎0570-02-9999 Pコード：
227-490)

主催 ： 森町ミキホール文化振興会
後援 ： 森町教育委員会、
　　　森町文化協会
チケット販売所 ： 森町文化会館/袋井市
月見の里学遊館/磐田市情報館/イケヤ
アピタ掛川店/アクトシティ浜松
チケットセンター/チケットぴあ（☎
0570-02-9999 Pコード：227-488）

チケット販売所 ： 袋井市月見の里学遊館/磐田市
情報館/イケヤアピタ掛川店/アクトシティ浜松
チケットセンター/森町文化会館/チケットぴあ
（☎0570-02-9999 Pコード：223-202）/
ローソンチケット（☎0570 - 0 8 4 - 0 0 4 
Lコード：46241 http://l-t ike.com/）/
ｅ＋(イープラス)（http://eplus.jp）/サンライズ
プロモーション東京（☎0570-00-3337 
http://sunrisetokyo.com/）

主　催 ： 森町ミキホール文化振興会
共　催 ： サンライズプロモーション東京
後　援 ： ビクターエンタテインメント
企画制作 ： ミュージックリーグ

チケット好評発売中！

チケット好評発売中！

入場料（税込）：
高校生以下 2,000円
友の会 3,000円
一　般 3,500円

全席指定 入場料（税込）： 友の会 5,300円
　　 　　　　一　般 5,800円全席指定

入場料（税込）：
　　 友の会 2,000円
　　 一　般 2,200円
全席
自由

東京楽所 雅楽
とうきょうがく そ

ところ ： 森町文化会館 大ホール
共演：天宮神社十二段舞楽保存会、遠江国一宮小國神社古式舞楽保存会

友の会 : 4月19日（土） 
一　般 : 4月20日（日）
電話予約 :4月22日（火）

いずれも
9:00～

チケット
発売日

友の会 ・ 一般共通 ：
5月11日(土)9:00～

チケット
発売日

ところ：森町文化会館 大ホール

ところ：
森町文化会館 大ホール

主催 ： 森町ミキホール文化振興会

開館20周年
記念公演
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月
子ども 相談

犬・猫健康

文化会館 観光

その他

※定期開催 毎週土曜日　　おはなしぶらんこ（10:30～11:00）■所■問児童館　185-2839
毎週火曜日　　森のくまさん広場（11:00～11:30）■所■問子育て支援センター　184-4255

日 月 火 水 木 金 土

5

■所飯田小学校体育館
■問児童館
　 185-2839

■所宮園小学校体育館
■問児童館
　 185-2839

■所天方小学校体育館
■問児童館
　 185-2839

■所三倉小学校体育館
■問児童館
　 185-2839

結婚相談
（9:00～11:30）■所保
健福祉センター
■問社会福祉協議会
　 185-5769

ボディートークを楽
しむ会

（13:30～15:30）
■所保健福祉センター
■問役場保健福祉課
　 185-6330

おはなしぶらんこ※
絵手紙教室

（14:30～15:30）
■所■問児童館
　 　 185-2839

ボディートークを楽
しむ会

（13:30～15:30）
■所保健福祉センター
■問役場保健福祉課
　 185-6330

移動子育て支援
センター

（10:00～11:30）
■所天方生活改善センター
■問子育て支援センター
　 184-4255
ポリオ予防接種

（13:30～）■所保健福
祉センター
■問役場保健福祉課
　 185-6330

おはなしぶらんこ※
折り紙教室

（14:30～15:30）
■所■問児童館
　 　 185-2839

年金相談（要予約）
（9:30～12:00）
■所町民生活センター
■問掛川年金事務所
　 10537-21-5521

年金相談（要予約）
（9:30～11:30）
■所町民生活センター
■問掛川年金事務所
 　10537-21-5521

すくすくクラブ
（10:00～11:00）
■所保健福祉センター
■問子育て支援センター
　 184-4255
人権相談

（13:00～15:00）
■所町民生活センター
■問役場住民生活課
　185-6312

のびのびクラブ
（10:00～11:00）
■所保健福祉センター
■問子育て支援センター
　 184-4255

■所保健福祉センター
■問役場保健福祉課
　 185-6330

■所保健福祉センター
■問社会福祉協議会
　 185-5769

■所■問児童館
　 　 185-2839

★
◎
▲

■問児童館
　 185-2839△ ■所保健福祉センター△▲

飼い主のいない
犬・猫引取り日

（10:00～10:30）
■所役場別館前
■問役場住民生活課
　 185-6314

飼い主のいない
犬・猫引取り日

（10:00～10:20）
■所役場別館前
■問役場住民生活課
　 185-6314
すくすくクラブ

（10:00～11:00）
■所保健福祉センター
■問子育て支援センター
　 184-4255
人権相談・行政相談

（13:00～15:00）
■所町民生活センター
■問役場住民生活課
　 185-6312

無料法律相談
（13:30～16:30）
■所町民生活センター
■問役場住民生活課
　 185-6312

クッキングクラブ
（9:30～12:00）
■所保健福祉センター
■問児童館
　 185-2839

心配ごと相談
（9:00～12:00）
■所保健福祉センター
■問社会福祉協議会
　 185-5769

結婚相談
（9:00～11:30）
■所保健福祉センター
■問社会福祉協議会
　 185-5769

年金相談（要予約）
（9:30～12:00）
■所町民生活センター
■問掛川年金事務所
　 10537-21-5521
移動児童館

（14:30～16:00）
■所三倉小学校体育館
■問児童館
　 185-2839

移動児童館
（15:00～16:30）
■所宮園小学校体育館
■問児童館
　 185-2839

心配ごと相談
（9:00～12:00）
■所保健福祉センター
■問社会福祉協議会
　 185-5769
3歳児相談

（13:15～）
■所保健福祉センター
■問役場保健福祉課
　 185-6330
移動児童館

（15:00～16:30）
■所飯田小学校体育館
■問児童館
　 185-2839

飼い主のいない
犬・猫引取り日

（10:00～10:20）
■所役場別館前
■問役場住民生活課
　 185-6314
のびのびクラブ

（10:00～11:00）
■所保健福祉センター
■問子育て支援センター
　 184-4255

移動児童館
（15:00～16:00）
■所宮園小学校体育館
■問児童館
　 185-2839

移動児童館
（14:30～16:00）
■所天方小学校体育館
■問児童館
　 185-2839

移動児童館
（14:30～16:00）
■所三倉小学校体育館
■問児童館
　 185-2839

リトミックランド
（10:30～11:30）
■所保健福祉センター
■問児童館
　 185-2839

子育てセミナー
（10:00～11:30）
■所保健福祉センター
■問子育て支援センター
　 184-4255

1歳児相談
（9:00～）
■所保健福祉センター
■問役場保健福祉課
　 185-6330

2歳6か月児相談
（9:00～）
■所保健福祉センター
■問役場保健福祉課
　 185-6330
移動子育て支援
センター

（10:00～11:30）
■所一宮総合センター
■問子育て支援センター
　 184-4255

おはなしぶらんこ※
折り紙教室

（14:30～15:30）
■所■問児童館
　 　 185-2839

おはなしぶらんこ※
お楽しみ
ゲーム大会

（14:30～15:00）
■所■問児童館
　 　 185-2839

おはなしぶらんこ※

ボディートークを
楽しむ会

（13:30～15:30）
■所保健福祉センター
■問役場保健福祉課
　 185-6330

森のくまさん広場※

赤ちゃん健康相談
（9:30～）
■所保健福祉センター
■問役場保健福祉課
　 185-6330
森のくまさん広場※

保健のしおり交付
（9:30～）
■所保健福祉センター
■問役場保健福祉課
　 185-6330
森のくまさん広場※

1
2
3
4
5
6
7

5

12

19

26

5

12

19

26

 

6

13

20

27

7

14

21

28

1

8

15

22

29

2

9

16

23

30

3

10

17

24

31

3

10

17

24

31

4

11

18

25

4

11

18

25

秋分の日

3

10

17

24

31

憲法
記念日 3

みどりの日 4 こどもの日 5 振替休日 6

●4月1日（金）～3日（日）（10:30～11:30）作陶展

体験センターの展示ホールで、ア
クティ森陶芸教室の生徒による作
品展を開催します

要予約

5月の納税など

■ 固定資産税・都市計画税 …第2期分
■ 国民健康保険税…………第1期分

鮎のつかみ取り

●ききょう園開園
　 7月25日（木）まで
　■所香勝寺 185-3630
●夏はぎ見ごろ
　 7月下旬まで　■所蓮華寺 185-5374

●あじさい園開園
　 7月7日（日）まで

　■所極楽寺 189-7407

花巡り花巡り
一番

咲き

アクティ森
イベント情報

アクティ森で
自然とふれあう夏
アクティ森で
自然とふれあう夏
●9月23日（月）までの
　土 ・ 日 ・ 祝日

■ 固定資産税・
　 都市計画税
　 ……… 第1期分
■ 軽自動車税    
　 …………全期分

アクティ森イベント情報
☎85-0115

アクティ森イベント情報
☎85-0115

陶器のひな人形づくりとランチのセットです。今年
は、にぎり寿司をイメージしたひな人形で、どなた
でも簡単に作ることが出来ます。焼き上がりに１か
月はかかりますので、お早めにお申し込み下さい。

●2月28日（金）まで ※平日限定（水曜定休）
　陶雛づくりとちょっとお得なランチセット
　料金 ： 1人3,800円

●5月5日（日）
●5月6日（火・祝）

●5月4日（日）、5日（月・祝）●5月3日（土）～5日（月・祝）

はたらく
くるま大集合
はたらく
くるま大集合

ポニー
乗馬体験
ポニー
乗馬体験

お茶摘み体験お茶摘み体験

かしわ餅作りかしわ餅作り

ゴールデンウィークイベントゴールデンウィークイベント

な
ど
な
ど
！

な
ど
な
ど
！

（納期限6月2日）
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情報ステーションステーションステーションステーション information

ニエンスストア、インターネットバ
ンキングも利用できます。
問　磐田財務事務所課税課課税第1班　
　237-2211

電話相談
「子ども・家庭110番」

〜お子さんや子育てに関する悩みを
一緒に考えます〜
内容についての秘密は固く守り、匿
名での相談も受け付けます。
電話相談をご希望の人は、下記の電
話番号へおかけください。
相談電話　2053-458-4152（よいこに）
（西部地区）
相談時間　平日は9:00～20:00、土日
は9:00～17:00（祝日、年末年始は
休み）
○5月5日㈪〜11日㈰は児童福祉週間
です

『そのいっぽ　みらいにつづく　ゆめ
のみち』

暮らしの中の
何でも無料相談

相談内容　生活の中に起こる相続・
離婚・心の悩み・家庭問題など
相談時間　平日9:00～17:00
相談先　ライフサポートセンター
　中東遠事務所　233-3715
　西部事務所　　2053-461-3715

知事広聴「平太さんと語ろう」
傍聴者募集

川勝平太県知事が、地域の持つ「場
の力」について皆さんと共に考える知
事広聴「平太さんと語ろう」を開催し
ます。知事が袋井市・森町で活躍され
ている6人の皆さんと意見交換します
ので、ぜひ傍聴しましょう。

と	 き　5月30日㈮　13:30～15:30
（開場13:00）
ところ　月見の里学遊館うさぎホール
（袋井市上山梨4-3-7）
申込期間　5月23日㈮まで
問・申　静岡県企画広報部広報課県民
のこえ班　2054-221-2235　5054-
254-4032、Eメールkenminnokoe@
pref.shizuoka.lg.jp

手話奉仕員養成講座
受講生募集

と	 き　5月7日㈬～平成27年2月25日
㈬の毎週水曜日（全40回）
　19:00～21:00
ところ　前半：森町町民生活センター　　　
　　　　後半：袋井市総合センター
対象者　町内在住・在勤で手話に興
味のある18歳以上の人
定	 員　15人（申込み多数の場合は抽選）
参加費　参加無料、ただしテキスト代
は実費
申込み　4月21日㈪までに電話また
はファックスで、住所・氏名・電話
番号をお知らせください。
問・申　役場保健福祉課障害福祉係　
285-1800、585-1294

平成26年度
浙江省中国語研修生の募集
静岡県と中国浙江省との友好交流
事業の一環として、浙江大学に派遣す
る中国語研修生を募集します。
派遣期間　平成26年9月～平成27年2月
派遣先　浙江大学（中国浙江省杭州市）
応募資格　満20歳以上満40歳未満（学生
不可）など

定	 員　2人
募集締切　5月23日㈮必着
応募方法　所定の申込書および誓約書
を郵送

※詳しくはホームページ（http://
www.pref.shizuoka.jp/kikaku/
ki-130/）をご覧ください。
問　静岡県地域外交課
　（〒420-8601静岡市葵区追手町9-6）
　2054-221-3066

第27回わんぱく相撲
袋井場所参加者募集

両国国技館で行なわれる全国大会
の予選です！
と	 き　5月11日㈰　8:00～
　（雨天決行）
ところ　愛野公園相撲場
　（袋井市豊沢1727）
参加対象　小学生（男女問いません）
応募方法　申込用紙に記入のうえ、
ファックスにてお申込みください。
応募締切　4月26日㈯必着
その他　参加無料、定員先着100人
問・申　公益財団法人袋井青年会議所
（担当：浜田）　2090-3184-2904、
543-4939

静岡理工科大学平成
26年度第1回公開講座

と	 き　5月3日㈯　13:30～16:30
ところ　静岡理工科大学学生ホール3階
300講義室（袋井市豊沢2200-2）
講演テーマ　中小企業の未来を考える
参加費　無料
申込方法　電話またはホームページ
（http://www.sist.ac.jp/）からお
申込みください。定員250人に達し
次第締め切ります。
問・申　静岡理工科大学総務課　
　245-0111

小学生〜高校生のための
夏休み海外派遣参加者募集
国際青少年研修協会では10事業の
参加者を募集しています。
派遣日程　7月25日㈮～8月17日㈰
の8～18日間※事業により異なる
派遣先　アメリカ、イギリス、オース
トラリア、カナダ、サイパン、シン
ガポール、フィジー
内	 容　ホームステイ、ボランティ
ア、文化交流、学校体験、英語研修
など
申込締切　6月2日㈪または9日㈪
　※事業により異なる
○説明会（静岡）
と	 き　5月18日㈰　14:30～16:00
ところ　静岡勤労者総合会館（静岡労政
会館）（静岡市葵区黒金町5-1）

その他　予約不要、入場無料
問・申　公益財団法人国際青少年研
修協会　203-6417-9721、503-
6417-9724
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森町こども医療費助成の
自己負担金の変更について
町で実施しているこども医療費助
成の入院の自己負担金が4月1日の診
療分から無料になりました。助成対象
および通院の自己負担金については
今までと同様です。
4月からは、3月末に郵送した「黄
色」の新しいこども医療費受給者証を
ご使用ください。
現在使われている「みどり色」の受
給者証は有効期限が「平成26年9月
30日まで」と記載されていますが、4
月1日以降は使用できません。ただ
し、利用状況を確認させていただくこ
とがありますので6月末日までは保管
し、それ以後各自で破棄してくださ
い。
※お手元に届いていない場合は保健
福祉課までご連絡ください。
問　役場保健福祉課保健スタッフ
　285-6330

高齢者のための予防接種費用の
一部助成について

高齢者肺炎球菌予防接種費用の一
部助成があることをご存じですか？
この予防接種は、肺炎の中で1番多
い肺炎球菌による肺炎などの感染症
を予防し、重症化を防ぐものです。1
回で5年間は効果が持続すると言われ
ています。接種を希望する人は、是非
この機会をご利用ください。ただし、
このワクチンで全ての肺炎を予防で
きるわけではありません。また、5年
以内に再接種を受けると、接種部位の
痛み、はれ、赤みなどが強く現れるこ
とがありますので、再接種については
医師と十分ご相談ください。
対象者　森町にお住まいで過去5年以
内に同じ予防接種を受けていない
70歳以上の人（ただし、脾臓を摘出
されている人は対象外）
助成費用　接種費用8,228円のうち、
町で3,228円を助成。5,000円を医
療機関にお支払いください。

助成回数　1人につき1回限り
接種期間　平成27年3月31日まで
医療機関　町内、袋井市内、旧豊岡村
内の協力医療機関
問　役場保健福祉課保健スタッフ
　285-6330

特定不妊治療費助成事業

町では少子化対策の一環として、医
療保険が適応されない高額な特定不
妊治療(体外受精および顕微授精)を
受けるご夫婦の経済的負担を軽減す
るため、治療に要する費用の一部を助
成します。
対象者　①法律上婚姻している夫婦
②夫または妻のどちらかが森町に
申請日より1年以上前から居住して
いること③体外受精および顕微授
精以外の治療法では妊娠の見込み
がないか、または極めて少ないと医
師に診断された夫婦④夫と妻の合
計所得額が730万円未満⑤静岡県
特定不妊治療費補助金の交付を受
けることが確定していること⑥町
民税などを滞納していないこと
助成内容　県の補助を受けた分を差
し引いて、1回の特定不妊治療につ
き10万円を上限として、1年度2回
まで助成します。
助成期間　通算5年間
　(年度は連続する必要なし)
申請方法　県特定不妊治療費補助金
の確定通知書を受け取ってから30
日以内に申請してください。
※詳しくは森町ホームページをご覧
ください。申請用紙もダウンロード
できます。
※静岡県は特定不妊治療費の助成制
度、相談窓口を設けています。詳し
くは県ホームページ（http://www.
p r e f . s h i z uoka . j p /kouse i /
ko-140/kokatei/funin1.html）を
ご覧ください。
問　役場保健福祉課保健スタッフ
　285-6330

高齢者はり・きゅう・マッサージ
治療費の助成を受けられる方へ
毎年4月1日現在で満70歳以上の人
を対象に、はり・きゅう・マッサージ

治療費の助成を行っていますが、平成
26年度から受療券を使える治療院を
拡大します。
これまでは、㈳静岡県はり・きゅう・
マッサージ師会森支部に所属する治
療院のみでしたが、これからは町内で
開設している、あん摩マッサージ指圧
師、はり師、きゅう師の免許を持ち、
受療券の使用を承諾した治療院、整・
接骨院で使用できます。
詳しくは、申請の際にご確認くださ
い。
問　役場保健福祉課
　地域包括支援センター
　285-6341

皆さんにご協力いただいた
東日本大震災義援金の額

5,454,778円（3月31日現在）
義援金の送付先
○役場保健福祉課窓口
　（保健福祉センター内）
　役場住民生活課受付窓口
○日本赤十字社
■郵便振替（郵便局）
口座記号番号：00140-8-507
口座加入者： 日本赤十字社
 東日本大震災義援金
受付期間　平成23年3月12日から受
付を開始しているところですが、今
もなお多くの義援金が寄せられて
いることから、受付期間を平成27
年3月31日まで延長することにな
りました。引き続きご協力をよろし
くお願いします。

中遠クリーンセンター
休業のお知らせ

中遠クリーンセンターは、4月29日
㈫、5月3日㈯～6日㈫は休業します。
大型連休前後のごみの持ち込みは
大変込み合いますので、お早めにお願
いします。
問　袋井市森町広域行政組合
　中遠クリーンセンター　230-0530

自動車税の納期限は
6月2日㈪です

納期限　6月2日㈪
納付場所　金融機関、郵便局、コンビ
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　森町健康づくり食生活推進協議会では「私たちの健康は私
たちの手で」をキャッチフレーズに、食生活の改善と健康づく
りにつながる料理づくりに取り組んでいます。

牛こま切れ肉 ………… 100ｇ
ごぼう……………2本（400ｇ）
サラダ油………… 大さじ1／2
Ａ
　砂糖…………………大さじ2
　みりん ………………大さじ1
　しょうゆ ……………大さじ3
　水……………………1カップ

①ごぼうは薄く皮をむいて
3cmくらいに切り、さらに縦
半分に切る。水にさらしてア
クを抜く。
②鍋にサラダ油を熱し、牛こま
切れ肉を入れて炒める。
③肉の色が変わったらごぼう
の水気をきって加え、ごぼう

が透き通るくらいまで十分に炒め合わせる。
④Ａの調味料と水を加え、沸騰したら落としぶたをして弱火で15～
20分くらい煮る。

⑤火を止めて器に盛りつける。

材料（4人分） 作り方

　ごぼうは、特有の風味や食感があり、煮物やきんぴら、サラダなど

調理法によっていろいろな味わいが楽しめます。また、豆乳はタン

パク質を多く含み、みそ汁に加えることで味がまろやかになります。

ぜひおためしください。
　ところで、春野菜にはアクが強く、独特の苦みを感じるものが多

くあります。この苦みの成分には細胞の新陳代謝を活発にして、体

の老廃物を排出する働きがあると言われ、春の七草がゆも体のお

掃除としていただく生活の知恵です。色々な種類をバランスよくい

ただきましょう。
●問い合わせ先　役場保健福祉課保健スタッフ　185-6330

にんじん…………………４０ｇ
小松菜……………………７０ｇ
しめじ …………………１パック
だし汁…………………４００ｃｃ
豆乳……………………２００ｃｃ
みそ…………………大さじ２弱

①にんじんはいちょう切り、小
松菜は3cmに切り、しめじは
小房にほぐす。
②だし汁で①を煮て、みそを加
える。
③②に豆乳を加え一煮立ちし
たら火をとめる。

材料（4人分） 作り方

豆乳汁牛肉とごぼうの煮物
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平成26年4月
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4月1日現在（　）内は先月比

世帯数 …………6,403（＋  8）
人口 男……  9,623（－38）
 女……  9,781（－23）
 計……19,404（－61）
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